





Student's awareness of studying picture books



















































































































































































































一が公開しているKH Coder ７）を使用した。表２は、KH Coderによって出力された、学生の授業に対
する感想の頻出語150である。
写真 3　ポスター発表の様子①
資料3　各グループの発表の相互評価用紙（記入例）
写真 4　ポスター発表の様子②
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　この頻出語のうち40回以上出現する語について、KH Coderの「共起ネットワーク」を用いて考察する。
5．1．共起ネットワークの結果
　KH Coderにより、「絵本探究」の授業に対する学生の感想の共起ネットワークを描画させた（図１参
照）。共起ネットワークとは、出現パターンが似通った抽出語同士を自動的に抽出し、一段落の中でよ
く一緒に使われている（共起の程度が強かった）語を線で結んでいる。出現数の多い語ほど大きな円で
示しており、一段落の中でよ
り多く一緒に使われていた語
であるほど太い線で描画して
いる。なお、図における語の位
置にはあまり意味はなく、線
で結ばれているかどうかが重
要である。また、円同士を結
んだ線上の数値はKH Coderに
よって計算されたJaccard係数
であり、数値が大きいほど共
起の程度が強いことを示す。
　共起ネットワークを描画さ
せた結果、以下の３点がわかっ
た。
　１つ目は、「絵本－読む・思
う・調べる」の強い関連が示
され、次に「知る・自分・授業・
たくさん」との関連が示された。
　２つ目は、「読む－本・子ど
も・感じる・今回・楽しい・聞
表 2　学生の授業に対する感想の頻出語150
図1　「絵本探究」の授業に対する学生の感想抽出語の共起ネットワーク
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く」との関連が示された。また、「聞く」に関しては「発表・グループ」との関連が示された。
　３つ目は、「調べる－作者・深い」との関連が示された。また、「作者」に関しては「背景・時代」と
の関連が示された。
5．2．考　察
（1）「絵本」との関連より
　　抽出語「絵本」について、「読む・思う・調べる」との強い関連が示された。学生はこの「絵本探究」
の授業を通して、絵本をよく読み、様々なことを思う経験をし、また多くのことを調べたことが読み
取れる。
　　「絵本－読む」が一緒に使われた感想例として、「調べたことを踏まえて読む絵本は何倍も楽しめる
と思った。」「これからもたくさんの絵本に触れていくと思いますが、一つ一つの絵本を大切に読んで
いきたいと思いました。」「普段細かいところまで気にして絵本を読むことはなかったので自分が気に
なることを見つけ出して解決できてよかったです。」などが挙げられる。学生は、この授業を通して
絵本の様々な読み方に触れることができ、絵本の楽しさや大切さを実感していることが読み取れる。
　　また、「絵本－思う」が一緒に使われた感想例として、「この『もりのなか』という絵本で私がまず思っ
たことは、絵が白黒であるということだった。」「幼児には少し難しいかもしれませんがとても考えさ
せられる絵本だなと思いました。絵本を探究することでわかることがたくさんあるし、子どもの想像
力が豊かになると思いました。」「知らなかったものはもちろん、知っていたものも改めて感じるもの
があったりして、絵本っていいなと思いました。」などが挙げられる。学生は、絵本の特徴や、絵本
を子どもに読み聞かせた際の反応への想像や、絵本への評価の改めなど、多くのことを思わせられた
ことが読み取れる。
　　また、「絵本－調べる」が一緒に使われた感想例として、「絵本について調べたことがなかったので
勉強になりました。」「この授業を受ける前は、絵本について調べる機会は全くなかったし、調べよう
と思ったこともなかった」「授業では調べなかった絵本についても、今度自分で調べてみたいと思い
ました。」などが挙げられる。学生は、絵本について調べることの経験の少なさを自覚し、今後はさ
らに絵本について調べていこうとする意欲を見せていることが読み取れる。
　　さらに、「絵本」と「知る・自分・授業・たくさん」についても、上記とほぼ同様の学生の意識を
読み取ることができる。
（2）「読む」との関連より
　　抽出語「読む」について「本・子ども・感じる・今回・楽しい・聞く」との関連が示された。また、
「聞く－発表・グループ」との関連が示された。
　　このうち、「読む－子ども」が一緒に使われた感想例として、「これから現場に出ると、子どもたち
に絵本を読み聞かせる機会が増えていきます。」「私はまだ自分が昔に読んでもらった絵本しか知らず、
一握りしかありません。だからこれから子どもたちの前で読み聞かせをする私たちにとって、この授
業は自分のためになると思いました。」「将来、保育士として子どもたちに絵本を読む機会がたくさん
あると思うので、読む本について調べることは大切だと感じました。」などが挙げられる。学生は自
分が子どもたちの前で絵本の読み聞かせをする場面を想像し、その際にしっかりと読み聞かせをする
ためにも絵本の知識を持つことの重要性を認識できていることが読み取れる。
　　また、「読む－感じる」が一緒に使われた感想例として、「普通に絵本を読むのと探究してから読む
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のでは感じ方も変わりました。」「絵本探究をする前とした後では読んでみて感じ方が大きく変わった
なという感じがしました。」などが挙げられる。絵本探究の授業を通して、学生が絵本の新たな魅力
に気づいている様子が読み取れる。
　　さらに、「読む－楽しい」が一緒に使われた感想例として、「作者のことや、その絵本が描かれた時
代の背景などを調べてからその絵本を読むと、見方が変わったり、分からなかったことが分かったり、
新たにその絵本の魅力に気づけたりと、とても楽しく読むことができる」「物語や挿絵に隠された意
図や、物語の裏で起こっていることなど、さらっと読んだだけでは分からない部分にこそ、面白さが
詰まっている感じがして、想像したり、調べてみたりするのが楽しく、繰り返し読みたくなりました。」
などが挙げられる。絵本探究の授業を通して絵本の様々な面に注意しながら読むことによって、絵本
の魅力が増している様子がうかがえる。
（3）「調べる」との関連より
　　抽出語「調べる」について「作者・深い」の関連が示され、また「作者－背景・時代」の関連が示
された。このことから、学生が探究したものとして「作者」があり、その作者について「作品の成立
した背景」や「時代の背景」などを様々に調べる経験を持ったことが読み取れる。
　　また、「調べる－深い」が一緒に使われた感想例として、「全然関心のなかったその本の歴史や本の
深い内容まで調べれば調べるほど楽しくなったり、なるほど！　など初めて知れたこともたくさんあ
りました。」「いつもはただ読むだけなので一つの絵本について詳しく調べることは内容について深く
考えられるいい機会だったと思います。「初めてここまで深く調べました。調べてみると、作者が絵
本を作った経緯や細かい描写がわかってよりその絵本を理解することができました。」「普段絵本を深
く調べることは無いので作者や絵本のことを調べることができて面白かったです。」「この学校に入学
して絵本を読む機会が増えましたが、読むだけで深くその絵本について調べることがなかったのでと
ても面白かったです。」などが挙げられる。この２つの抽出語からは、学生が絵本を探究することによっ
て絵本への関心が深められるとともに、この「絵本探究」の授業そのものの面白さも味わっているこ
とが読み取れる。
６．結論と今後の課題
　本研究では、「絵本探究」の授業実践を通して、学生の絵本の学びに対する意識を分析した。その結果、
以下のことが読み取れた。
　１）「絵本」と関連する語の傾向から、学生は絵本の様々な読み方に触れることで絵本の面白さや価
値に気づき、読むことを通して様々なことを思い、絵本について調べることでさらに絵本を探究
する意欲を持ったことが読み取れた。
　２）「読む」と関連する語の傾向から、学生は自分が子どもに絵本を読み聞かせる場面を想定するこ
とで絵本の知識を持つことの重要性を確認し、また、読んだことのない絵本を読んだことで新た
な魅力に気付いていることが読み取れた。
　３）「調べる」と関連する語の傾向から、学生は絵本を探究することによってさらに絵本への関心を
深め、また絵本探究の授業の面白さも味わっていることが読み取れた。
　４）これらのことから「絵本探究」の授業の可能性を確認できたとともに、改善の視点として学生が
絵本により浸ることのできる授業時間や、調査したことをまとめて発表する時間・機会をより確
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保することが必要だと考えられる。
　今後の課題として、次のことを挙げる。
　　１）本研究では、学生の意識を読み取るために授業実施後のレポートのみを調査対象としたため、
授業前の学生の意識が授業を経験することでどう変化したかを読み取ることができなかった。
　　２）学生の意識を分析する手法としてテキストマイニングを用いて、学生の授業感想における自由
記述の内容について傾向をつかむことを試みたが、その分析手法をさらに精緻化する必要がある。
　　３）テキストマイニングだけでなく、アンケート結果の数値集計による分析法を併用することで、
学生の意識の様態を多面的に分析する必要がある。
　以上の課題を踏まえつつ、次年度の授業展開に活かしていきたい。
　なお、筆者は全国保育士養成協議会第55回研究大会での杉本の研究発表を聴き、その場で杉本より多
くのご教示をいただいた。ここに記して謝意を申し上げる。
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